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藤
　
一
　
晴

は
じ
め
に

入
会
地
は
主
に
田
畑
の
肥
料
や
牛
馬
飼
料
の
供
給
源
と
し
て
、
農
家
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
地
で
あ
っ
た
（
１
）
。
山
口
県
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
く
、
藩
政
期
に
は
「
山
野
」（
サ
ン
ノ
）
（
２
）
と
呼
ば
れ
る
入
会
地
（
以
下
、「
入
会
山
野
」
と
い
う
）
が
広
く
分
布
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
３
）
。

こ
れ
ら
入
会
山
野
が
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
一
括
し
て
官
有
地
へ
編
入
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
に
よ
り
村
民
の
利
用
が
制
限

さ
れ
、
そ
の
後
の
林
野
下
戻
運
動
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
山
口
県
の
林
政
史
上
、
特
筆
す
べ
き
事
項
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
４
）
。
し
か

し
な
が
ら
、
入
会
山
野
が
官
有
地
へ
一
括
編
入
さ
れ
た
経
緯
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
（
５
）
。
よ
っ
て
本
稿
で

は
、
県
庁
文
書
を
も
と
に
入
会
山
野
が
官
有
地
に
編
入
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
理
由
を
考
察
し
た
い
。



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
〇
〇

一
　
官
民
有
区
分
作
業
の
開
始

政
府
は
当
初
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
の
「
地
券
渡
方
規
則
」
追
加
（
６
）
の
中
で
、「
公
有
地
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
、
そ
の
中
に

「
村
持
ノ
山
林
郊
原
其
地
価
難
定
土
地
」
や
「
両
村
以
上
数
村
入
合
之
山
野
」
を
含
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
三
月
に

布
告
さ
れ
た
「
地
所
名
称
区
別
更
正
」
（
７
）
で
も
こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
た
。
山
口
県
の
場
合
、
藩
政
期
に
お
い
て
御
立
山
（
藩
有
林
）
の
管
理

が
厳
密
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
８
）
や
天
明
山
検
地
を
経
て
民
有
林
の
境
界
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
９
）
、
御
立
山
と
呼
ば
れ
て
い
た

藩
有
林
は
官
有
地
へ
、
合
壁
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
民
有
林
は
民
有
地
へ
、
入
会
山
野
は
公
有
地
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
、
特
に
問
題
が
生

じ
た
形
跡
は
な
い

（
10
）

。

し
か
し
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月
、
政
府
は
「
地
所
名
称
区
別
」
を
改
定

（
11
）

し
て
公
有
地
と
い
う
土
地
区
分
を
廃
止
し
、
ま
た
同
時

に
太
政
官
達
第
百
四
十
三
号

（
12
）に

よ
り
、
公
有
地
の
う
ち
「
所
有
ノ
確
証
」
が
あ
る
も
の
は
民
有
地
へ
、
そ
れ
以
外
は
官
有
地
へ
編
入
し
、「
官

民
ノ
所
有
ヲ
難
分
モ
ノ
」
に
つ
い
て
は
内
務
省
へ
伺
い
出
る
よ
う
達
し
た
。

こ
の
方
針
転
換
を
受
け
、
山
口
県
で
も
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
六
月
十
日
、
区
戸
長
へ
対
し
公
有
地
の
う
ち
官
民
有
の
区
別
が
困
難
な

場
合
と
、
山
野
秣
場
の
類
で
官
有
地
と
な
っ
た
場
合
に
草
刈
り
取
り
な
ど
に
支
障
が
あ
る
た
め
拝
借
又
は
払
い
下
げ
を
願
う
場
所
に
つ
い
て
、

六
月
末
ま
で
に
県
庁
地
理
掛
ま
で
提
出
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る

（
13
）

。

【
史
料
１
】
八
年
六
月
十
日
　
　
　
区
戸
長
中

別
紙
ノ
通
内
務
省
ヨ
リ
布
達
相
成
候
ニ
付
、
各
村
ノ
内
官
有
民
有
ノ
区
別
判
然
難
相
立
向
并
ニ
山
野
秣
場
等
ノ
類
ニ
テ
官
有
地
ニ
編
入
相
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一
〇
一

成
リ
候
テ
ハ
目
下
々
草
苅
リ
取
等
ニ
差
支
エ
候
故
拝
借
或
ハ
払
下
等
相
願
候
分
ハ
、
右
布
達
ニ
照
準
原
由
篤
ト
取
調
、
絵
図
面
相
副
エ
本

月
三
十
日
限
リ
県
庁
地
理
掛
リ
エ
可
差
出
、
最
取
調
ノ
都
合
ニ
依
リ
村
民
ノ
苦
情
相
起
リ
候
テ
ハ
不
相
成
儀
ニ
付
精
々
注
意
細
密
調
査
可

致
、
猶
不
分
リ
ノ
儀
有
之
候
ハ
ヽ
其
廉
々
同
掛
リ
エ
可
承
合
事

別
紙
ハ
七
年
第
百
四
拾
三
号
公
達
ニ
付
略
ス

一
方
、
政
府
は
同
年
六
月
二
十
二
日
、
地
租
改
正
事
務
局
乙
第
三
号
達
（
以
下
、「
乙
第
三
号
達
」
と
い
う
）

（
14
）

を
発
し
、
一
村
持
や
数
人
持

等
の
山
林
原
野
で
、
長
年
の
慣
行
が
存
在
し
近
隣
の
郡
村
に
お
い
て
も
そ
の
利
用
を
保
証
す
る
地
所
に
つ
い
て
は
、「
仮
令
簿
冊
ニ
明
記
無
之
」

と
も
「
慣
行
ヲ
以
民
有
之
確
証
ト
視
認
」
し
、
民
有
地
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
過
去
の
入
会
争
論
に
よ
り
隣
村
と
の
境
界
が
明
確
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
藩
の
公
簿
等
に
は
記
載
が
な
い
多
く
の
村
々
に
と
っ
て
、
民
有
の
証
左
を
書
証
に
拠
ら
な
い
乙
第
三
号
達
は
、
至
っ
て

好
都
合
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
段
階
で
官
民
有
区
分
作
業
を
実
施
し
速
や
か
に
終
了
し
た
県
で
は
、
入
会
地
の
多
く
が
民
有
地
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
と
い
う

（
15
）

。
し
か
し
山
口
県
で
は
、
こ
の
乙
第
三
号
達
を
県
下
に
周
知
さ
せ
る
（
後
述
）
一
方
、
約
二
ヶ
月
後
の
八
月
二
日
、
内
務

省
に
対
し
次
の
通
り
伺
っ
て
い
る

（
16
）

（
傍
線
及
び
丸
括
弧
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）。

【
史
料
２
】

官
有
之
草
山
借
料
免
除
之
義
ニ
付
上
申

従
前
公
有
地
之
内
所
有
定
方
之
義
ニ
付
、
客
歳
第
百
四
十
三
号
ヲ
以
公
布
之
次
第
有
之
候
ニ
付
、
官
民
之
所
有
判
決
難
致
分
ハ
右
公
布

ニ
照
準
詳
密
取
調
追
テ
可
相
伺
積
ニ
御
座
候
、
然
処
該
県
管
内
草
刈
場
之
義
ハ
概
シ
テ
官
有
地
ヲ
従
来
各
村
持
ニ
シ
テ
自
在
ニ
草
刈
取
リ

候
義
ニ
付
、
地
所
名
称
改
正
之
御
成
規
ニ
拠
リ
官
有
地
第
三
種
ニ
編
入
取
計
、
更
ニ
村
方
エ
拝
借
為
致
、
借
料
及
区
入
費
等
取
立
可
申
筈
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一
〇
二

之
処
、
下
草
之
義
ハ
民
間
耕
作
上
必
用
ノ
物
ニ
シ
テ
往
古
ヨ
リ
村
方
勝
手
ニ
進
退
致
し
候
故
、
因
襲
之
久
村
民
ニ
至
リ
テ
ハ
私
有
地
と
一

般
見
做
シ
居
候
者
十
中
ノ
八
九
ニ
有
之
、
殊
ニ
固
陋
之
村
民
旧
来
之
慣
法
ヲ
墨
守
シ
、
作
物
培
養
ノ
要
需
、
自
然
田
畑
税
納
ニ
モ
相
関
ス

ル
ノ
故
ヲ
以
テ
借
料
等
収
入
之
義
ハ
無
之
ト
一
途
ニ
相
心
得
居
リ
候
者
間
々
有
之
、
右
ハ
畢
竟
細
民
之
通
情
固
リ
執
ル
ニ
足
ラ
ズ
、
猶
説

諭
ヲ
加
ヘ
御
成
規
ヲ
遵
奉
可
致
筈
ニ
御
座
候
得
共
、
管
下
夥
多
之
草
山
民
間
固
執
之
慣
法
等
一
時
洗
除
難
致
情
実
も
有
之
候
ニ
付
、
実
況

篤
ト
御
洞
察
相
成
、
兼
テ
之
御
成
規
ニ
ハ
乖
戻
仕
候
得
共
、
借
料
納
入
区
入
費
賦
課
等
之
義
特
別
ヲ
以
免
除
之
義
御
許
容
相
成
候
様
致
度

（
以
下
略
）

こ
の
上
申
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
　
公
有
地
の
う
ち
官
民
有
区
分
の
判
断
が
難
し
い
分
に
つ
い
て
は
、
太
政
官
達
第
百
四
十
三
号
に
基
づ
き
、
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
上

で
伺
う
つ
も
り
で
あ
る
。

・
　
し
か
し
な
が
ら
、
概
ね
県
内
の
草
刈
場
に
つ
い
て
は
、
官
有
地
を
各
村
持
と
し
て
自
由
に
草
を
刈
り
取
ら
せ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
地
所
名
称
区
別
改
正
の
規
定
に
よ
り
官
有
地
に
編
入
し
村
方
へ
拝
借
さ
せ
、
借
料
や
区
入
費
等
を
取
り
立
て
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。

・
　
と
こ
ろ
が
、
下
草
は
耕
作
上
必
要
な
物
で
あ
り
、
昔
か
ら
村
で
自
由
に
刈
り
取
っ
て
き
た
た
め
、
草
刈
場
を
私
有
地
と
見
な
し
て
い
る
村
民

が
大
部
分
で
あ
る
。
と
り
わ
け
固
陋
の
村
民
は
旧
来
の
慣
習
を
頑
固
に
守
り
、
借
料
等
を
納
め
る
必
要
は
な
い
と
一
途
に
思
っ
て
い
る
。

・
　
本
来
な
ら
ば
説
諭
を
加
え
て
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
旧
来
の
慣
習
を
一
度
に
改
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
規

定
と
は
異
な
る
が
、（
官
有
地
へ
編
入
し
た
と
し
て
も
）
借
料
納
入
や
区
入
費
等
の
賦
課
は
免
除
し
て
欲
し
い
。
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一
〇
三

こ
の
上
申
か
ら
、
県
は
、
民
有
地
化
を
進
め
る
上
で
都
合
の
良
い
乙
第
三
号
達
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
県
内
の
入
会
山
野

を
官
有
地
に
編
入
し
、
従
来
通
り
使
用
料
を
徴
収
せ
ず
に
利
用
さ
せ
る
方
針
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
方
針
は
県
か
ら
見
て
現

状
に
最
も
近
く
、
か
つ
費
用
負
担
を
求
め
る
必
要
が
無
い
た
め
、
村
と
の
軋
轢
も
生
じ
に
く
い
最
善
の
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
月
十
四

日
付
け
の
内
務
省
指
令
は
、
こ
の
案
を
退
け
、
官
民
有
の
区
別
が
決
定
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
借
地
料
や
払
い
下
げ
等
を
申
請
せ
よ
、

と
い
う
従
来
の
政
府
方
針
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

な
お
、
政
府
は
同
年
十
二
月
二
十
四
日
付
け
地
租
改
正
事
務
局
乙
第
十
一
号
達

（
17
）

（
以
下
、「
乙
第
十
一
号
達
」
と
い
う
）
を
も
っ
て
、
民
有

の
証
左
を
必
ず
し
も
書
証
に
拠
ら
な
い
乙
第
三
号
達
の
方
針
か
ら
、
公
簿
に
お
け
る
記
載
や
買
得
の
証
書
を
要
す
る
厳
密
な
挙
証
主
義
に
方

針
を
転
換
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
翌
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
二
十
九
日
に
は
地
租
改
正
事
務
局
別
報
達
を
も
っ
て
「
山
林
原
野
官
民

有
区
別
派
出
官
員
心
得
書
」

（
18
）

を
示
し
、
厳
し
く
運
用
し
た
た
め
、
こ
の
後
、
慣
行
の
み
を
も
っ
て
民
有
地
化
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
　
官
民
有
区
分
作
業
の
難
航

提
案
を
却
下
さ
れ
た
県
は
、
入
会
山
野
が
官
有
民
有
い
ず
れ
に
な
る
と
し
て
も
、
村
々
に
新
た
な
費
用
負
担
を
求
め
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の

た
め
慎
重
に
官
民
有
区
分
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

政
府
へ
上
申
し
た
翌
日
の
八
月
三
日
、
県
は
乙
第
三
号
達
を
戸
長
あ
て
に
布
達
し
、
こ
の
趣
旨
に
合
致
す
る
入
会
山
野
の
有
無
に
つ
い
て

八
月
中
に
県
庁
地
理
掛
へ
届
け
出
る
よ
う
に
達
し
て
い
た

（
19
）

。
し
か
し
、
半
年
以
上
経
過
し
た
翌
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
十
四
日
付
戸
長
宛
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一
〇
四

の
達
（【
史
料
３
】）

（
20
）

に
よ
る
と
、
官
民
有
区
分
作
業
は
殆
ど
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
窺
え
る
。

【
史
料
３
】
三
月
十
四
日
　
　
　
　
戸
長

諸
村
草
山
ノ
儀
ニ
付
七
年
第
百
四
十
三
号
公
布
ノ
趣
有
之
候
ニ
付
、
山
野
秣
場
等
ノ
類
ニ
テ
官
有
地
ニ
組
入
相
成
候
テ
ハ
下
草
刈
取
等

ニ
差
支
候
分
ハ
従
前
行
形
篤
ト
取
調
、
絵
図
面
相
添
県
庁
地
理
掛
エ
可
差
出
、
最
モ
不
相
分
候
廉
々
ハ
可
伺
出
旨
、
八
年
六
月
十
日
付
ヲ

以
テ
相
達
置
候
処
（
史
料
１
）、
今
以
テ
為
何
申
立
無
之
内
、
昨
八
年
地
租
改
正
事
務
局
総
裁
ヨ
リ
乙
第
三
号
ヲ
以
テ
布
達
ノ
次
第
有
之
候

ニ
付
取
調
可
申
出
旨
相
達
置
候
得
共
、
乙
第
三
号
布
達
ノ
趣
意
貫
徹
可
致

　
（
不
カ
）
　

故
カ
是
亦
今
以
テ
何
等
ノ
申
立
無
之
候
処
、
右
布
達
ノ
趣
意
ハ

是
迄
帳
簿
ノ
記
載
無
之
ト
モ
積
年
村
方
ニ
テ
進
退
致
シ
候
分
ハ
村
持
民
有
地
ニ
無
代
価
ニ
テ
下
渡
シ
外
々
私
有
地
同
様
実
地
至
当
ノ
地
租

上
納
可
致
ト
ノ
儀
ニ
付
其
旨
篤
ト
村
民
エ
申
諭
シ
、
民
有
地
第
二
種
〔
二
人
以
上
共
有
ノ
地
〕
エ
編
入
可
致
積
ヲ
以
テ
従
前
地
処
ノ
事

由
・
入
会
刈
ノ
約
条
等
詳
密
取
調
、
境
界
判
然
相
分
候
絵
図
面
相
添
、
来
四
月
十
五
日
限
リ
県
庁
地
理
掛
エ
可
差
出
（
以
下
略
）

こ
の
達
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
　
太
政
官
達
第
百
四
十
三
号
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
山
野
秣
場
の
類
で
官
有
地
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
支
障
が
生
じ
る
分
に
つ
い
て
、
事

情
等
を
調
査
し
絵
図
面
を
添
え
県
庁
地
理
掛
へ
差
し
出
す
こ
と
等
、
明
治
八
年
六
月
十
日
付
け
で
達
し
た
が
、
今
以
て
何
ら
申
し
立

て
が
無
い
。

・
　
さ
ら
に
地
租
改
正
事
務
局
よ
り
乙
第
三
号
が
達
せ
ら
れ
た
た
め
、
調
査
し
て
申
し
出
る
よ
う
に
達
し
た

（
21
）

が
、
乙
第
三
号
達
の
趣
旨
が

貫
徹
し
て
い
な
い
た
め
か
、
こ
れ
も
ま
た
今
以
て
何
ら
申
し
立
て
が
無
い
。



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
〇
五

・
　
乙
第
三
号
達
の
趣
旨
は
、
帳
簿
に
記
載
が
無
く
て
も
長
年
村
方
に
て
進
退
し
て
き
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
村
持
の
民
有
地
と
し
て
無

代
価
で
下
げ
渡
し
、
他
の
私
有
地
と
同
様
に
地
租
を
上
納
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・
　
こ
の
趣
旨
を
よ
く
村
民
へ
申
し
諭
し
、
民
有
地
に
組
み
入
れ
る
つ
も
り
で
、
そ
の
土
地
の
事
情
や
入
会
利
用
の
と
り
き
め
な
ど
を
調

査
し
、
境
界
を
明
確
に
し
た
絵
図
面
を
添
え
、
四
月
十
五
日
迄
に
県
庁
地
理
掛
へ
差
し
出
す
よ
う
に
。

こ
の
当
時
、
既
に
政
府
は
民
有
の
証
左
を
必
ず
し
も
書
証
に
拠
ら
な
い
乙
第
三
号
達
の
方
針
を
、
前
述
の
乙
第
十
一
号
達
を
以
て
大
き
く

転
換
し
て
い
た
が
、
県
で
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
乙
第
三
号
達
の
趣
旨
を
説
き
、
そ
の
有
効
性
を
訴
え
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
時
点
で
村
々
の
協
力
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
半
年
後
の
九
月
二
十
一
日
付
達
（
22
）
に
お
い
て
も
県
が
「
間
々
等
閑
ニ
打
過
候
向
モ
不

少
」
と
い
う
感
想
を
漏
ら
す
程
、
非
協
力
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
後
、
県
内
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
二
ヶ
月
後
の
十
一
月
二
十
五
日
付
達
（【
史
料
４
】）

（
23
）

で
は
、
若
干
趣
旨
が
変
わ
り
、
た
と
え
草
下
木
を
刈
り
取
り
使
用
し
て
き
た
と
し
て
も
、
民
有
の
証
拠
が
無
い
場
合
は
官
有
地
に
編
入
す
る

こ
と
を
周
知
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

【
史
料
４
】
十
一
月
廿
五
日
　
　
区
長

各
大
区
山
野
草
苅
場
処
分
ノ
儀
ハ
内
務
省
ヨ
リ
布
達
ニ
依
テ
客
歳
六
月
以
来
追
々
相
達
候
儀
モ
有
之
候
処
、
一
村
一
在
処
ヨ
リ
草
下
木

苅
取
所
用
致
来
候
共
、
民
有
ノ
証
左
成
跡
無
之
部
ハ
官
有
地
ト
可
相
定
候
条
、
方
今
山
林
改
税
調
査
中
官
民
区
別
判
然
不
致
テ
ハ
調
査
可

伺
出
、
此
旨
相
達
候
事

但
シ
藩
政
中
払
下
ケ
等
ニ
テ
民
有
ノ
確
証
有
之
部
ハ
民
有
地
第
一
種
エ
編
入
勿
論
ノ
事



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
〇
六

さ
ら
に
約
半
年
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
五
月
十
七
日
、
県
は
各
大
小
区
扱
所
に
対
し
次
の
よ
う
に
達
し
て
い
る

（
24
）

。

【
史
料
５
】
乙
第
百
三
号
　
五
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
各
大
小
区
扱
所

明
治
九
年
十
一
月
三
千
七
百
二
拾
八
号
ヲ
以
テ
山
野
官
民
有
区
別
取
調
方
法
相
達
候
処
、
漸
次
事
由
取
調
候
モ
悉
皆
民
有
証
跡
無
之
而
已

ナ
ラ
ス
其
成
蹟
慣
習
ノ
拠
ル
ヘ
キ
ナ
ク
判
然
タ
ル
モ
ノ
ハ
渾
テ
官
有
地
ニ
属
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
テ
、
他
日
所
用
之
節
拝
借
地
税
施
行
ス
ヘ
キ

ニ
付
、
其
節
遺
憾
等
無
之
様
、
当
度
山
林
調
査
之
際
別
帳
ニ
取
調
可
伺
出
、
此
旨
相
達
候
事

但
従
前
山
役
石
又
山
永
等
ノ
名
義
ヲ
以
収
入
致
来
候
共
、
右
ハ
全
ク
拝
借
料
ニ
相
当
、
反
別
ノ
確
定
モ
無
之
ニ
付
、
民
有
ノ
証
蹟
ト
ハ

難
認
、
且
本
文
相
達
候
上
ハ
当
度
山
林
原
野
反
別
調
査
済
迄
ニ
何
等
伺
出
無
之
分
ハ
一
般
民
有
ノ
証
ナ
ク
官
有
地
ト
見
做
処
分
ス
ヘ
キ
事

こ
の
達
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
　
入
会
山
野
利
用
の
実
績
や
慣
習
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
根
拠
が
無
い
も
の
は
全
て
官
有
地
と
す
る
。

②
　
山
役
石
・
山
永
な
ど
の
名
義
を
も
っ
て
金
銭
を
納
め
て
き
た
と
し
て
も
民
有
の
証
拠
と
し
な
い
。

③
　
こ
れ
以
後
、
山
林
原
野
反
別
調
査
が
済
む
ま
で
に
伺
い
出
な
い
も
の
は
全
て
官
有
地
と
み
な
す
。

こ
れ
ら
の
方
針
は
乙
第
十
一
号
達
以
降
の
政
府
方
針
に
近
く
、
民
有
の
証
左
を
必
ず
し
も
書
証
に
拠
ら
な
い
乙
第
三
号
達
の
趣
旨
に
沿
っ

た
明
治
九
年
三
月
十
四
日
付
達
（【
史
料
３
】）
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
後
、
県
は
三
ヶ
月
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
二
十
日
付
乙
第
二
二
九
号

（
25
）

に
お
い
て
、
九
年
一
月
地
租
改
正
事
務
局
別
報
達

を
も
っ
て
示
さ
れ
た
「
山
林
原
野
官
民
有
区
別
派
出
官
員
心
得
書
」
を
簡
略
化
し
た
「
山
林
原
野
官
民
有
区
別
取
調
心
得
書
」
を
各
大
区
扱



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
〇
七

所
宛
に
達
し
、
村
毎
に
「
官
民
有
不
分
明
」
の
地
所
を
取
り
ま
と
め
て
翌
九
月
二
十
日
迄
に
申
し
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
九
月
二

十
日
期
限
の
は
ず
が
、
十
月
四
日
付
け
乙
第
二
九
九
号

（
26
）

に
お
い
て
雛
形
を
示
し
た
上
で
大
区
毎
に
取
り
ま
と
め
る
よ
う
指
示
し
、
次
い
で
十

二
月
十
一
日
付
乙
第
三
九
三
号

（
27
）

に
お
い
て
は
実
地
測
量
を
促
す
な
ど
、
調
査
に
手
戻
り
が
生
じ
て
い
る
。
結
局
、
翌
明
治
十
一
年
（
一
八
七

八
）
四
月
十
日
付
乙
第
一
三
九
号
達

（
28
）

で
は
、
取
り
ま
と
め
の
期
限
を
さ
ら
に
延
長
し
て
同
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
明
治
八
〜
十
一
年
に
か
け
て
官
民
有
不
分
明
の
地
所
に
つ
い
て
は
、
後
に
史
料
に
現
れ
る
「
官
民
有
未
定
地
」
と
し
て
取

り
ま
と
め
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
反
面
、
官
民
有
不
分
明
で
な
い
地
所
、
つ
ま
り
拠
る
べ
き
証
拠
に
よ
り
共
有
の
民
有
地
と
さ
れ
た

地
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
四
月
か
ら
民
有
林
に
対
す
る
改
租
作
業
の
進
行
に
伴
い
丈
量
さ
れ
、
地
租
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
29
）

。

三
　
山
野
慣
行
成
跡
調
査
と
官
有
地
編
入
決
定

明
治
十
一
年
四
月
の
布
達
か
ら
約
二
年
後
の
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
二
月
二
十
三
日
、
県
は
官
民
有
未
定
地
に
関
す
る
明
治
九
年
十

二
月
以
前
の
布
達
（【
史
料
４
】
以
前
の
も
の
）
を
全
て
取
り
消
す
旨
を
達
し
た

（
30
）

。
こ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
て
き
た
通
り
、

明
治
九
年
以
前
の
県
布
達
は
、
民
有
の
証
左
を
必
ず
し
も
書
証
に
拠
ら
な
い
乙
第
三
号
達
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
帳
簿
ノ
記
載
無
之
ト
モ

積
年
村
方
ニ
テ
進
退
致
シ
候
分
ハ
村
持
民
有
地
ニ
無
代
価
ニ
テ
下
渡
」
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
（【
史
料
３
】）、
こ
の
時
点
の
官
民
有
区

分
基
準
と
大
き
く
乖
離
し
て
い
た
。
政
府
の
方
針
に
沿
っ
て
作
業
を
進
め
る
た
め
に
、
県
は
方
針
転
換
前
の
布
達
を
取
り
消
す
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

県
は
改
め
て
官
民
有
未
定
地
の
入
会
慣
行
に
つ
い
て
、
村
毎
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
官
民
有
区
分
の
判
断
を
す
る
こ
と



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
〇
八

と
し
た
。
実
際
の
調
査
は
各
村
に
お
い
て
官
民
有
未
定
地
と
し
て
据
え
置
か
れ
て
い
る
入
会
山
野
の
慣
行
・
成
跡
を
調
査
し
、
上
申
書
と
し

て
と
り
ま
と
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上
申
書
の
末
尾
に
は
山
林
総
代
人
が
連
印
し
、
戸
長
が
奥
書
し
た
も
の
を
県
令
宛
に
提
出
す
る
形
式
を

採
っ
た
。
こ
の
調
査
は
明
治
十
三
年
三
月
〜
翌
十
四
年
五
月
ま
で
実
施
さ
れ
、
境
界
が
明
確
で
な
い
場
合
等
、
県
官
に
よ
る
実
地
検
査
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

（
31
）

。

こ
の
よ
う
に
一
年
三
ヶ
月
に
及
ぶ
調
査
を
終
え
た
県
は
、
同
年
九
月
二
日
、
農
商
務
省
に
対
し
て
入
会
山
野
の
官
民
有
区
分
決
定
方
法
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
伺
い
、
翌
十
月
三
十
一
日
付
で
指
令
を
得
た
。

【
史
料
６
】
山
林
原
野
官
民
有
区
別
ノ
義
ニ
付
伺

当
県
管
下
各
村
山
林
原
野
官
民
有
区
別
未
定
ノ
分
、
今
般
従
来
ノ
成
跡
慣
行
等
篤
ト
取
調
ノ
上
所
有
定
方
左
ニ
相
伺
候
条
、
至
急
何
分
ノ

御
指
揮
相
成
度
候
也

但
、
本
文
伺
済
ノ
上
ハ
土
地
払
下
処
分
及
ヒ
使
用
料
徴
収
方
等
夫
々
取
調
ノ
上
更
ニ
一
筆
限
開
申
可
致
積
ニ
有
之
候

明
治
十
四
年
九
月
二
日
　
　
　
山
口
県
令
原
保
太
郎
　

農
商
務
卿
　
河
野
敏
鎌
殿

前
略

第
二
十
七
条

前
条
ノ
内
村
方
ニ
ヨ
リ
旧
藩
中
山
役
石
ト
唱
ヘ
石
高
壱
石
ニ
付
藩
札
拾
匁
ノ
割
ヲ
以
テ
多
少
ノ
金
銭
ヲ
納
メ
来
リ
、
村
簿
ニ
ハ
単
ニ
高
何

程
山
役
石
ト
ノ
ミ
記
載
有
之
、
又
各
村
ノ
口
碑
ニ
伝
フ
ル
処
ハ
村
内
ノ
山
野
ヘ
対
シ
納
メ
来
ル
ト
迄
ニ
テ
其
原
由
不
明
瞭
ニ
候
得
共
、
役



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
〇
九

石
ノ
名
称
ハ
特
リ
山
役
石
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
旧
藩
政
中
浮
役
石
ト
唱
ル
モ
ノ
数
多
〔
鮎
川
役
石
・
紙
船
役
石
・
鉄
砲
役
石
ノ
類
〕
有
之
、
何
レ

モ
民
有
ノ
地
税
ニ
非
ス
、（
中
略
）
右
山
役
石
ナ
ル
モ
ノ
ハ
所
謂
山
手
米
野
手
米
杯
ト
其
性
質
ヲ
同
フ
シ
全
ク
下
草
使
用
料
ニ
相
当
ス
ル
モ

ノ
ト
被
存
候
間
、
仮
令
一
ヶ
字
ノ
山
野
ニ
対
シ
納
メ
タ
ル
コ
ト
判
然
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
村
内
一
般
ノ
山
野
ニ
対
シ
納
タ
ル
コ
ト
ヲ
口
碑
ニ
伝

フ
ル
モ
ノ
ト
ヲ
論
セ
ス
、
如
斯
名
称
ヲ
以
テ
多
少
ノ
金
銭
ヲ
納
メ
来
ル
モ
概
シ
テ
民
有
ノ
証
ト
ハ
難
見
認
義
ト
相
心
得
可
然
哉

（
朱
書
）

書
面
第
廿
二
条
ヨ
リ
第
廿
六
条
ニ
至
ル
五
ヶ
条
ハ
箇
所
限
其
成
蹟
慣
行
等
詳
細
取
調
、
証
拠
物
相
添
可
伺
出
、
其
他
各
条
伺
ノ
通
可
相
心

得
候
事明

治
十
四
年
十
月
三
十
一
日
　
　
農
商
務
卿
西
郷
従
道

こ
の
史
料
は
『
山
野
慣
行
成
跡
取
調
上
申
書
　
吉
敷
郡
』

（
32
）

の
吉
敷
郡
宮
野
上
村
部
分
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

写
で
あ
り
、
大
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
以
下
の
点
が
判
明
す
る
。

・
　
県
は
各
村
か
ら
得
た
上
申
書
を
も
と
に
、
県
下
の
入
会
山
野
に
お
け
る
慣
行
を
二
十
七
に
分
類
し
、
そ
の
慣
行
毎
に
民
有
の
証
拠
と

は
認
め
ら
れ
な
い
（
＝
官
有
地
へ
編
入
す
べ
き
）
と
の
意
見
を
附
し
、
農
商
務
省
へ
伺
っ
て
い
る
。

・
　
農
商
務
省
で
は
、
第
二
十
二
〜
二
十
六
条
で
記
さ
れ
た
慣
行
を
除
い
た
残
り
の
二
十
二
類
型
の
慣
行
に
つ
い
て
は
、
民
有
の
証
拠
と

は
し
な
い
と
す
る
県
の
判
断
を
了
解
し
た
。
ま
た
第
二
十
二
〜
二
十
六
条
に
該
当
す
る
慣
行
を
有
す
る
入
会
山
野
に
つ
い
て
は
、
個

別
に
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
た
上
で
証
拠
を
添
え
て
伺
う
こ
と
を
命
じ
た
。

つ
ま
り
県
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
入
会
山
野
を
一
括
し
て
官
有
地
と
す
る
方
針
を
持
ち
、
農
商
務
省
へ
伺
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
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一
一
〇

農
商
務
省
か
ら
の
指
令
を
得
た
後
、
県
で
は
地
理
掛
の
官
員
が
村
々
か
ら
の
上
申
書
毎
に
民
有
地
編
入
の
根
拠
条
数
（
農
商
務
省
へ
の
伺

文
中
の
条
数
。
第
一
〜
二
十
二
、
二
十
七
条
）
を
明
記
し
起
案
し
、
次
々
に
官
有
地
編
入
の
決
裁
を
得
て
い
っ
た
。
前
述
の
通
り
、【
史
料
６
】

は
写
で
あ
り
、
第
一
〜
二
十
六
条
ま
で
の
条
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
県
が
入
会
山
野
の
利
用
慣
行
を
ど
の
よ
う
に
分
類
し
た
の
か
第

二
十
七
条
以
外
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
『
山
野
慣
行
成
跡
取
調
上
申
書
』
の
起
案
文
に
記
さ
れ
た
根
拠
条
数
と
上
申
書
を
照
合
し
面
積
・

箇
所
数
の
合
計
を
算
出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（【
表
１
・
２
】）。
紙
数
の
都
合
上
、
六
百
件
に
及
ぶ
全
デ
ー
タ
を

掲
載
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
概
観
を
述
べ
る
に
留
め
る
が
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
総
面
積
の
約
四
割
で
行
わ
れ
て
い
る

火
入
れ
（
山
焼
き
）
に
関
わ
る
慣
行
で
あ
る
。
現
在
県
内
で
は
秋
吉
台
で
景
観
の
保
持
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
以
外
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

が
、
当
時
は
広
く
入
会
地
で
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
山
役
石
な
ど
の
納
入
実
績
が
あ
る
山
野
は
全
体
面
積
の
一
割
程
度
あ

っ
た
が
、【
史
料
６
】
の
通
り
、
民
有
の
証
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

四
　
官
有
地
編
入
後
の
混
乱

以
上
の
よ
う
に
県
で
は
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
決
裁
し
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
十
日
付
で
次
の
達
を
以
て
入
会

山
野
の
大
部
分
を
官
有
地
へ
編
入
す
る
こ
と
を
郡
役
所
へ
達
し
た
。

【
史
料
７
】

各
通
　
大
島
、
玖
珂
、
熊
毛
、
都
濃
、
佐
波
、
吉
敷
、
阿
武
、
豊
浦
郡
役
所

先
般
山
林
原
野
官
民
有
区
別
調
査
ニ
付
、
各
村
総
代
ヨ
リ
従
来
ノ
慣
行
成
跡
等
申
出
有
之
候
処
、
今
般
右
区
別
決
定
致
候
、
就
テ
ハ
此
際
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一
一
一

表１　入会山野の利用慣行とその割合

表２　入会山野の郡別面積・箇所数

※複数の条が適用されている場合があるため、面積及び箇所数の総計と全体数は一致しない。
※『山野慣行成跡取調上申書』は、佐波郡分など一部錯雑としている。

条数 利用慣行
面積 箇所数

面積（町） 割合（％） 箇所数 割合（％）

第１条 特に保護措置無し 15,789.0144 24.2 3,786 27.1

第２条 害獣駆除のため山焼き 1,269.7269 1.9 26 0.2

第３条 耕地の蔭のため火入れ（柴草不採取） 194.0000 0.3 5 0.0

第４条 火入れの際に焼残った荊棘を伐払 5.8715 0.0 4 0.0

第５条 自然生の立木を普請に利用 968.9386 1.5 40 0.3

第６条 山番などの設置 235.2506 0.4 64 0.5

第７条 柴草生立のため荊棘を伐払 395.6568 0.6 126 0.9

第８条 立木を伐採し薪に利用 14,118.2471 21.7 2,508 18.0

第９条 石等を道路の修繕等に使用 45.6400 0.1 3 0.0

第10条 柴草生立のため火入れ 27,217.4821 41.8 6,193 44.4

第11条 壁土・窯土に利用するため土砂採取 0.2101 0.0 1 0.0

第12条 土石を道路修繕・家屋建築に利用 183.1500 0.3 7 0.1

第13条 牛馬の放牧場として利用 1.2030 0.0 8 0.1

第14条 使用料（代銀）の納入 67.0011 0.1 20 0.1

第15条 使用料（物納）の納入 256.4713 0.4 68 0.5

第16条 立木はあるが保護培養はせず 1,047.7670 1.6 125 0.9

第17条 近隣村から優先権を承認 69.4000 0.1 2 0.0

第18条 柴草の売却 231.7316 0.4 85 0.6

第19条 近隣村より使用料を徴収 185.2320 0.3 26 0.2

第20条 立木の利用慣行あり 21.0128 0.0 2 0.0

第21条 立木の保護慣行あり 0.5205 0.0 1 0.0

第22～26条は未詳（別途個別に伺うべき事例）

第27条 山役石・山永などの納入実績 6,824.3065 10.5 927 6.6

郡名 面積

大島郡 895.1361 1.4 

玖珂郡 12,431.2460 19.1 

熊毛郡 2,804.0666 4.3 

都濃郡 4,289.8677 6.6 

佐波郡 5,635.1391 8.6 

吉敷郡 4,468.9023 6.9 

厚狭郡 4,008.3852 6.1 

豊浦郡 7,299.5522 11.2 

美祢郡 7,186.3994 11.0 

大津郡 5,413.1773 8.3 

阿武郡 10,754.2542 16.5 

計 65,186.1261 －

全体 65,186.1261 － 13,953 －

面積（町） 割合(%)

箇所数

274 2.0 

1,194 8.6 

1,179 8.4 

1,578 11.3 

850 6.1 

451 3.2 

1,923 13.8 

759 5.4 

1,857 13.3 

692 5.0 

3,196 22.9 

13,953 －

箇所数 割合(%)
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一
一
二

別
段
之
達
無
之
分
ハ
何
レ
モ
民
有
ノ
証
左
成
跡
無
之
モ
ノ
ニ
付
総
テ
官
有
地
ト
可
相
心
得
、
尤
将
来
芝
草
等
採
用
ノ
義
ハ
追
テ
何
分
可
相

達
候
條
、
右
ノ
趣
関
係
人
民
ヘ
可
申
聞
旨
各
村
戸
長
役
場
ヘ
可
相
達
、
此
旨
相
達
候
事

但
此
際
別
段
相
達
候
地
所
ノ
儀
ハ
当
庁
ヨ
リ
直
チ
ニ
其
村
戸
長
役
場
ヘ
相
達
候
條
、
其
旨
可
相
心
得
候
事

明
治
十
五
年
二
月
十
日

（
33
）

こ
の
達
は
、
大
島
・
玖
珂
・
熊
毛
・
都
濃
・
佐
波
・
吉
敷
・
阿
武
・
豊
浦
郡
役
所
宛
の
も
の
で
あ
り
、「
此
際
別
段
之
達
無
之
分
ハ
」
と
あ

る
通
り
、【
史
料
６
】
で
示
さ
れ
た
二
十
七
の
慣
行
の
う
ち
、
第
二
十
二
〜
二
十
六
条
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
入
会
山
野
は
、
別
途
調
査
を
実

施
す
る
旨
が
個
別
に
達
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
入
会
山
野
は
、
総
計
約
三
千
百
町
歩
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
官
有
地
と
な
り
、
最

終
的
に
民
有
地
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
約
四
町
で
あ
る
。
な
お
、
大
津
・
美
祢
・
厚
狭
郡
宛
の
達
に
は
「
今
般
右
区
別
決
定
致

候
、
就
テ
ハ
比
際
別
段
之
達
無
之
分
ハ
」
の
記
載
は
無
く
、
官
民
有
未
定
地
と
さ
れ
て
い
た
入
会
山
野
は
全
て
官
有
地
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
村
々
か
ら
異
議
や
払
い
下
げ
願
が
提
出
さ
れ
始
め
た
。
一
ヶ
月
後
の
三
月
十

五
日
付
け
で
宮
野
上
下
両
村
よ
り
県
令
原
保
太
郎
宛
に
提
出
さ
れ
た
伺
書

（
34
）

に
は
、「
今
回
山
野
ヲ
官
有
地
ト
相
心
得
ヘ
キ
ノ
御
達
シ
コ
レ
有
リ

驚
愕
コ
レ
ニ
過
キ
ス
」
と
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
を
知
ら
せ
る
達
が
、
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

村
々
か
ら
の
異
議
や
払
い
下
げ
願
を
受
け
た
県
は
農
商
務
省
に
対
し
、
明
治
十
五
年
九
月
に
下
草
払
下
の
方
法
に
つ
い
て
伺
い

（
35
）

、
さ
ら
に

翌
十
六
年
二
月
に
は
次
の
よ
う
に
伺
っ
て
い
る

（
36
）

。
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一
一
三

【
史
料
８
】
官
有
山
野
払
下
之
儀
ニ
付
伺

当
県
管
下
各
郡
官
有
山
野
之
儀
ハ
従
前
官
民
有
之
区
別
不
明
瞭
ニ
有
之
候
処
、
村
民
ニ
於
テ
ハ
積
年
ノ
慣
行
ニ
テ
各
村
夫
々
引
受
場
ヲ
相

定
自
由
ニ
薪
秣
ヲ
採
取
致
来
候
得
共
、
別
ニ
確
乎
タ
ル
民
有
ノ
証
拠
無
之
候
ニ
付
、
其
成
跡
慣
行
等
詳
細
調
査
ヲ
遂
ケ
御
省
ヘ
経
伺
ノ
上

先
般
官
有
ニ
決
行
致
タ
ル
地
処
ニ
有
之
候
、
然
ル
処
当
節
ニ
至
リ
該
地
従
前
入
会
慣
行
有
之
村
民
ヨ
リ
追
々
払
下
ヲ
願
出
候
ニ
付
取
調
候

処
、（
中
略
）
村
民
ニ
於
テ
ハ
従
来
ノ
慣
行
ニ
テ
全
私
有
地
同
様
ノ
心
得
ナ
ル
ニ
、
一
朝
俄
ニ
官
有
地
ニ
決
定
致
候
、
付
テ
ハ
万
一
後
来
殖

産
上
ヲ
シ
テ
他
ノ
人
民
ヘ
御
払
下
相
成
候
様
ノ
義
有
之
候
テ
ハ
農
家
一
日
モ
欠
ク
可
カ
ラ
サ
ル
肥
料
秣
等
ニ
忽
チ

乏
ヲ
来
ス
ヲ
以
テ
、

是
等
ノ
懸
念
ヨ
リ
頻
ニ
払
下
ヲ
出
願
ス
ル
ノ
情
体
ニ
有
之
候
間
、
前
陳
之
目
的
ヲ
以
テ
願
出
候
分
ハ
、
村
民
情
願
ノ
通
相
当
代
価
ヲ
以
テ

御
払
下
相
成
候
様
致
度
（
以
下
略
）

こ
の
伺
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
　
県
下
の
官
有
山
野
に
つ
い
て
は
、
従
来
官
民
有
の
区
別
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
村
民
は
長
年
の
慣
行
で
各
村
そ
れ
ぞ
れ
引
受
場
を
定
め

て
自
由
に
薪
秣
を
採
取
し
て
き
た
が
、
確
固
た
る
民
有
の
証
拠
が
無
い
た
め
、
そ
の
成
跡
・
慣
行
等
を
詳
細
に
調
査
し
農
商
務
省
へ

伺
っ
た
上
で
、
先
般
官
有
地
へ
の
編
入
を
決
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
　
と
こ
ろ
が
、
村
民
か
ら
続
々
と
払
下
願
が
出
さ
れ
る
た
め
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
村
民
に
お
い
て
は
全
く
私
有
地
同
様
に
心
得
て
い

た
と
こ
ろ
に
急
に
官
有
地
と
決
定
さ
れ
、
後
年
万
一
殖
産
上
の
理
由
で
他
の
人
民
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
は
肥
料
や
秣
が
欠
乏
し
て
し

ま
う
た
め
、
こ
れ
ら
の
懸
念
に
よ
り
払
い
下
げ
を
出
願
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
　
つ
い
て
は
肥
料
・
秣
な
ど
を
採
取
す
る
目
的
で
こ
れ
ら
の
土
地
の
払
い
下
げ
を
希
望
す
る
場
合
は
、
願
の
通
り
相
当
の
代
価
を
以
て
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一
一
四

払
い
下
げ
る
こ
と
を
認
め
て
欲
し
い
。

こ
の
伺
に
は
「
御
省
ヘ
経
伺
ノ
上
先
般
官
有
ニ
決
行
致
タ
ル
地
処
」
と
の
文
言
を
入
れ
農
商
務
省
の
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
ま

た
【
史
料
６
】
と
は
異
な
り
「
農
家
一
日
モ
欠
ク
可
カ
ラ
サ
ル
肥
料
秣
等
ニ
忽
チ

乏
ヲ
来
ス
」
と
、
村
側
に
立
っ
た
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
商
務
省
か
ら
の
回
答
は
「
伺
之
趣
豫
メ
難
及
詮
議
候
条
、
事
実
ニ
就
キ
其
都
度
詳
細
取
調
可
伺
出
事
」
と
い
う
確
約
を
与
え
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
官
有
地
編
入
後
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
る
声
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
問
題
と
さ
れ
た
の
が
、
山
役
石
・

等
の
納
入
慣
行
で
あ
っ
た
。
前
述
の
宮
野
上
下
両
村
の
伺
書
に
お
い
て
も
、
民
有
林
の
地
券
調
査
の
際
に
「
立
銀
ヲ
徴
収
シ
来
ル
ヲ
縁
故
ト

シ
テ
町
歩
ノ
書
上
ヶ
帳
ヲ
差
出
シ
タ
ル
」
だ
け
で
民
有
の
証
拠
と
認
め
ら
れ
て
お
り
、
村
民
に
と
っ
て
山
役
石
を
納
入
し
て
い
る
入
会
山
野

は
当
然
の
如
く
民
有
と
考
え
て
い
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
県
は
【
史
料
５
・
６
】
に
見
ら
れ
る
通
り
、
政
府
方
針
に
沿
っ
て
山
役
石
を

単
な
る
使
用
料
と
解
釈
し
、
民
有
の
証
拠
と
は
し
な
い
方
針
を
明
確
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
県
は
官
有
地
編
入
か
ら
約
一
年
半
後
の
明
治

十
六
年
十
月
二
十
六
日
、
農
商
務
省
に
対
し
山
役
石
の
解
釈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伺
っ
て
い
る

（
37
）

。

【
史
料
９
】

元
官
民
有
未
定
山
野
之
義
ニ
付
伺

当
県
管
下
各
村
之
内
、
元
官
民
有
未
定
山
野
ニ
対
シ
旧
藩
中
山
役
石
ト
唱
ヘ
多
少
ノ
金
銭
ヲ
納
来
候
趣
ヲ
以
テ
村
民
ヨ
リ
従
来
ノ
慣
行
成

跡
等
申
出
候
村
方
有
之
、
去
ル
明
治
十
四
年
九
月
中
、
該
山
野
官
民
区
別
定
方
別
紙
之
通
伺
出
、
御
指
令
之
旨
ニ
ヨ
リ
官
有
ニ
決
定
候
段

夫
々
下
達
候
処
、
該
山
役
石
ナ
ル
者
ハ
村
高
貢
租
額
内
ニ
テ
田
畑
同
一
民
有
ノ
証
左
有
之
モ
ノ
ニ
付
、
更
ニ
引
戻
シ
相
成
度
旨
、
周
防
国

吉
敷
郡
宮
野
上
下
両
村
ヲ
始
メ
出
願
ノ
向
モ
有
之
候
、
然
ル
処
、
山
役
石
ハ
素
ヨ
リ
旧
藩
高
内
ニ
有
之
小
物
成
ノ
部
類
ニ
ハ
候
得
共
、
該
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一
一
五

小
物
成
中
ニ
ハ
特
リ
山
役
石
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
川
役
石
・
海
上
石
・
浦
石
等
ノ
類
二
十
余
廉
モ
有
之
、
右
ハ
何
レ
モ
其
営
業
上
ヨ
リ
生
ス
ル
冥

加
銭
ノ
類
ニ
可
有
之
、
且
山
役
石
ノ
義
従
来
山
反
別
モ
無
之
ニ
付
、
所
謂
山
手
米
野
手
米
杯
ニ
類
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
地
税
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
非

ラ
サ
ル
様
相
考
ヘ
、
最
前
ノ
如
ク
相
伺
候
次
第
ニ
有
之
候
処
、
一
村
石
高
内
外
之
義
ハ
右
伺
書
ニ
明
記
不
致
候
得
共
、
前
陳
ノ
情
態
ニ
付
、

高
内
外
ヲ
不
問
、
最
前
御
指
令
ノ
通
リ
相
心
得
可
然
カ
、
若
高
内
ナ
レ
ハ
更
ニ
民
有
ニ
決
定
可
致
モ
ノ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
反
別
六
千
町
歩
余

モ
総
テ
引
戻
ノ
処
分
不
致
テ
ハ
不
相
成
次
第
ニ
有
之
、
旁
処
分
上
疑
義
ニ
渉
リ
候
間
、
別
紙
参
照
書
類
相
添
ヘ
此
段
更
ニ
相
伺
候
也
（
以

下
略
）

こ
の
伺
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
　
県
下
各
村
の
内
、
元
官
民
有
未
定
山
野
に
対
し
て
旧
藩
中
に
山
役
石
と
称
し
て
多
少
の
金
銭
を
納
め
て
き
た
村
々
か
ら
、
こ
の
山
役

石
は
、
村
高
貢
租
額
内
で
あ
り
田
畑
と
同
じ
く
民
有
の
証
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
も
う
一
度
民
有
へ
引
き
戻
し
た
い
と
い
う

願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。

・
　
し
か
し
な
が
ら
、
山
役
石
は
旧
藩
石
高
に
含
ま
れ
る
小
物
成
の
部
類
で
は
あ
る
も
の
の
、
小
物
成
の
中
に
は
山
役
石
の
み
な
ら
ず
川

役
石
・
海
上
石
・
浦
石
等
二
十
余
り
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
冥
加
銭
の
類
で
あ
る
。
ま
た
山
役
石
に
つ
い
て
は
山
の
面

積
も
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
山
手
米
・
野
手
米
等
に
類
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
税
の
如
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
一

村
の
石
高
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
伺
書
に
は
明
記
し
て
い
な
い
。

・
　
前
述
の
状
況
で
あ
る
た
め
、
一
村
の
石
高
に
含
ま
れ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
最
前
の
指
令
の
通
り
に
心
得
て
よ
い
か
。
も
し
石
高
に

含
ま
れ
る
＝
民
有
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
六
千
町
歩
余
も
全
て
民
有
地
と
し
て
引
き
戻
す
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
一
六

こ
の
よ
う
に
伺
っ
た
県
に
対
し
、
同
月
二
十
四
日
、
農
商
務
省
は
「
伺
之
趣
前
指
令
之
通
可
相
心
得
事
」
と
回
答
し
、
山
役
石
が
一
村
の

石
高
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
民
有
の
証
拠
と
は
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
台
帳
面
積
六
万
五
千
町
に
及
ぶ
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
が
確
定
し
た
。
山
口
県
に
お
い
て
は
中
国
五
県

の
中
で
入
会
山
野
が
官
有
地
と
さ
れ
た
比
率
が
最
も
高
か
っ
た
が

（
38
）

、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
県
側
が
一
貫
し
て
中
央
政
府
の
意
向
に
沿
っ

て
官
有
地
化
を
志
向
し
た
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
広
島
県
に
お
い
て
は
、
当
初
山
口
県
と
同
様
に
入
会
山
野
を
官
有
地
化
す
る
方
針
を
立
て

た
が
、
後
に
県
が
態
度
を
軟
化
し
、
多
く
の
入
会
地
が
官
有
地
化
を
免
れ
た
と
い
う

（
39
）

。
林
産
物
の
商
品
化
な
ど
に
伴
う
入
会
地
の
囲
い
込
み

の
程
度
に
つ
い
て
、
慎
重
に
他
県
と
の
比
較
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
山
口
県
で
は
入
会
山
野
を
官
民
有
未
定
地
と
し
て
一
旦
据

え
置
き
、
そ
の
上
で
生
真
面
目
と
も
言
え
る
調
査
を
実
施
し
政
府
へ
最
終
判
断
を
求
め
る
な
ど
、
終
始
一
貫
し
て
政
府
へ
の
追
従
姿
勢
が
強

く
、
結
果
と
し
て
官
有
地
化
を
推
進
し
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
。

な
お
、
山
役
石
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
年
代
に
起
こ
る
林
野
下
戻
運
動
の
中
で
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
再
度
俎
上
に
上
り
、
一
転
し
て

民
有
の
証
拠
と
認
め
ら
れ
、
山
役
石
を
納
め
て
い
た
約
六
千
町
歩
（
全
体
の
一
割
弱
）
の
み
で
な
く
、
入
会
山
野
全
体
を
下
げ
戻
す
こ
と
と

な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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（
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一
一
七

註
（
１
）
水
本
邦
彦
『
草
山
の
語
る
近
世
』（
山
川
出
版
社
、
平
成
十
五
年
）

な
ど
。

（
２
）
末
松
謙
澄
『
修
訂
防
長
回
天
史
』
第
壱
編
之
壱
で
は
、
次
の
通
り

「
山
野
」
を
「
さ
ん
の
」
と
読
み
慣
わ
し
て
い
る
。

防
長
の
山
林
原
野
は
之
れ
を
三
種
に
大
別
す
る
こ
と
を
得
べ
し
、
其

一
は
官
有
山
林
に
し
て
之
を
御
立
山
と
称
す
、
其
二
は
私
有
山
林
に

し
て
之
れ
を
合
壁
山
と
称
す
、
其
三
は
郡
村
の
共
有
地
に
し
て
之
れ

を
山
野
と
称
す
、
即
ち
所
謂
入
会
な
り
（
中
略
）
山
野
と
称
す
る
は

方
言
『
さ
ん
の
』
と
訓
す
、
前
二
者
を
除
き
た
る
以
外
の
山
林
原
野

を
包
括
し
た
る
も
の
に
て
悉
く
無
税
地
な
り
（
以
下
略
）

（
３
）『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
は
村
々
の
「
山
野
」
に
つ
い
て
数
多
く

の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
石
川
卓
美
『
防
長
歴

史
用
語
辞
典
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
六
十
一
年
）「
山
野
」
の
項
を

参
照
。

（
４
）
小
川
國
治
他
『
山
口
県
の
百
年
』
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
十
八
年
、

九
五
〜
九
七
頁
な
ど
。

（
５
）
例
え
ば
林
野
下
戻
が
実
現
し
た
後
、
比
較
的
時
間
を
経
て
い
な
い

段
階
で
編
纂
さ
れ
た
『
林
野
下
戻
申
請
始
末
大
要
報
告
』（
山
口
県

官
有
林
野
民
有
期
成
同
志
会
編
）
で
は
「
当
時
有
力
者
ノ
課
税
ヲ
恐

レ
タ
ル
ト
当
局
吏
員
ノ
調
査
誤
謬
ニ
ヨ
リ
」
と
記
し
、
課
税
忌
避
と

調
査
ミ
ス
を
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
一
方
で
『
防
長
歴
史
用
語

辞
典
』「
山
野
」
の
項
で
は
、「
農
民
も
旧
慣
に
安
ん
じ
て
主
張
を
欠

い
だ
為
」
と
農
民
の
主
張
不
足
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

（
６
）「
明
治
五
年
大
蔵
省
第
百
二
十
六
号
　
地
券
渡
方
規
則
第
十
五
条

以
下
頒
布
」（『
明
治
五
年
法
令
全
書
』
六
七
四
〜
六
七
八
頁
）。

（
７
）「
明
治
六
年
太
政
官
第
百
十
四
号
　
地
券
発
行
ニ
付
地
所
ノ
名
称

区
別
共
更
正
」（『
明
治
六
年
法
令
全
書
』
一
四
五
〜
一
四
六
頁
）。

（
８
）
脇
野
博
「
弐
拾
番
山
御
書
付
解
題
」（『
日
本
農
書
全
集
』
第
五
十

七
巻
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
平
成
九
年
）。

（
９
）
田
中
誠
二
「
萩
藩
天
明
山
検
地
の
研
究
」（『
瀬
戸
内
海
地
域
史
研

究
』
第
七
輯
所
収
、
平
成
十
一
年
七
月
）。

（
10
）
例
え
ば
明
治
十
五
年
に
記
さ
れ
た
「
宮
野
上
下
両
村
伺
書
」（『
荒

谷
落
合
山
一
件
』
山
口
市
蔵
、『
山
口
県
史
資
料
編
近
代
４
』
二
六

三
〜
二
六
五
頁
所
収
）
に
よ
る
と
、
薪
炭
林
の
地
券
施
行
の
際
に

「
立
銀
ヲ
徴
収
シ
来
ル
ヲ
縁
故
ト
シ
テ
町
歩
ノ
書
上
ヶ
帳
ヲ
差
出
シ
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一
一
八

タ
ル
」
と
あ
る
通
り
、
納
租
を
以
て
民
有
の
証
左
と
さ
れ
、
特
に
問

題
と
な
っ
た
記
述
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
ず
、『
関
口
県
令
事
務
引

継
演
説
書
』（
県
庁
戦
前
Ａ
総
務
九
〇
）
で
も
特
に
混
乱
が
生
じ
た

と
す
る
記
述
は
な
い
。

（
11
）「
明
治
七
年
太
政
官
布
告
第
百
二
十
号
　
地
所
名
称
区
別
改
定
」

（『
明
治
七
年
法
令
全
書
』
一
六
三
〜
一
六
五
頁
）。

（
12
）「
明
治
七
年
太
政
官
達
第
百
四
十
三
号
　
官
有
地
民
有
地
取
調
雛

形
」（
同
右
、
三
六
一
〜
三
六
三
頁
）。

（
13
）「
官
民
有
区
別
公
達
ニ
付
、
山
野
秣
牧
場
払
下
等
願
出
ノ
分
取
調

方
ノ
事
」『
山
口
県
布
達
達
書
　
原
稿
　
明
治
八
年
』
明
治
期
山
口

県
布
達
類
十
七
。

（
14
）『
法
令
全
書
　
明
治
八
年
』
一
八
〇
三
〜
一
八
〇
四
頁
。

（
15
）
辻

洲
『
森
林
制
度
革
新
論
　
全
』（
明
治
三
十
年
）
六
十
二
頁

に
は
、「
政
府
ハ
完
備
ナ
ル
二
個
ノ
布
達
即
チ
地
租
改
正
事
務
局
明

治
七
年
第
百
四
十
三
号
及
同
八
年
乙
第
三
号
達
ノ
実
施
ニ
着
手
ス
ル

ヤ
当
初
意
外
ニ
モ
民
有
地
甚
タ
多
ク
官
有
地
極
メ
テ
少
許
ナ
ル
ヲ
来

セ
ル
モ
ノ
ア
リ
キ
、
奈
良
県
ノ
如
キ
即
チ
其
一
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
16
）『
内
務
省
指
令
録
　
明
治
八
年
』
明
治
期
政
府
布
達
類
二
一
二
。

（
17
）『
法
令
全
書
　
明
治
八
年
』
一
八
〇
九
頁
。

（
18
）『
地
租
改
正
基
礎
資
料
』
五
八
一
〜
五
八
二
頁
。

（
19
）「
公
有
地
ノ
内
官
民
有
ノ
区
別
判
然
セ
ザ
ル
モ
ノ
取
調
方
ノ
事
」

（『
山
口
県
布
達
達
書
　
原
稿
　
明
治
八
年
前
後
』
明
治
期
山
口
県
布

達
類
一
七
）。

（
20
）「
各
村
ニ
テ
進
退
ス
ル
草
山
ハ
無
代
価
ニ
テ
払
下
ル
ニ
付
調
査
申

出
方
ノ
事
」（『
山
口
県
布
達
達
書
　
明
治
九
年
（
類
輯
）』
明
治
期

山
口
県
布
達
類
二
五
）。

（
21
）
註
（
19
）
参
照
。

（
22
）「
乙
第
百
十
一
号
　
諸
村
草
山
事
由
取
調
方
期
限
ノ
事
」（『
山
口

県
布
達
達
書
　
明
治
九
年
（
類
輯
）』
明
治
期
山
口
県
布
達
類
二
五
）。

（
23
）「
山
野
草
刈
場
官
民
有
区
別
方
心
得
ノ
事
」（
同
右
書
）。

（
24
）「
山
野
官
民
有
区
分
取
調
ニ
付
追
達
ノ
事
」（『
山
口
県
布
達
達
書

明
治
十
年
（
類
輯
）』
明
治
期
山
口
県
布
達
類
二
七
）。

（
25
）「
山
林
原
野
官
民
有
区
別
取
調
心
得
書
ノ
事
」（
同
右
）。

（
26
）「
山
林
原
野
区
別
取
調
方
大
区
纏
メ
ヲ
以
進
達
ノ
事
」（
同
右
）。

（
27
）「
山
林
原
野
取
調
調
方
遷
延
ニ
付
再
達
ノ
事
」（
同
右
）。



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
一
九

（
28
）「
山
野
草
刈
場
官
民
地
種
取
調
期
限
ノ
事
」『
山
口
県
布
達
達
書

明
治
十
一
年
（
類
輯
）』
明
治
期
山
口
県
布
達
類
三
一
。

（
29
）
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
一
年
四
月

段
階
で
七
千
百
九
十
二
町
余
の
町
村
有
・
大
字
有
・
部
落
有
の
山
林

原
野
が
確
認
で
き
る
（『
山
林
原
野
取
調
一
件
』
県
庁
戦
前
Ａ
農
業

四
〇
一
）。
こ
の
面
積
は
丈
量
後
の
面
積
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
単

純
に
は
比
較
で
き
な
い
も
の
の
、
入
会
山
野
が
明
治
三
十
五
年
に
下

戻
さ
れ
た
後
の
調
査
で
十
二
万
町
歩
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全

入
会
地
の
五
〜
一
〇
％
に
あ
た
る
と
推
定
で
き
よ
う
。
大
津
郡
久
富

村
の
「
地
下
修
甫
山
」
は
、
村
受
公
有
地
と
な
っ
た
後
、
明
治
十
年

に
村
で
丈
量
を
実
施
し
、
従
来
の
租
税
そ
の
他
の
負
担
を
村
内
現
住

者
で
充
当
し
た
と
し
て
、
戸
主
全
員
の
共
有
と
し
て
戸
長
役
場
に
届

け
出
、
そ
の
ま
ま
民
有
地
と
認
め
ら
れ
た
と
い
う
事
例
（
山
口
県

『
入
会
林
野
整
備
促
進
調
査
事
業
報
告
書
』
昭
和
四
十
年
三
月
。
三

八
頁
参
照
）
は
、
こ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
在
、
山
口
県
に
お

い
て
所
有
者
が
「
組
」
名
義
と
な
っ
て
い
る
林
野
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
（
松
原
功
・
野
村
泰
弘
「
山
口
県
に
お
け
る
部
落
有
林

野
の
沿
革
と
「
組
」
名
義
」（『
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所
紀
要
』

№
二
五
、
平
成
十
五
年
）、
こ
れ
ら
も
お
お
よ
そ
同
様
の
経
緯
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
30
）
明
治
十
三
年
甲
第
十
四
号
達
（『
山
口
県
布
達
達
書
　
明
治
十
三

年
　
甲
号
』
明
治
期
山
口
県
布
達
類
五
五
）。

（
31
）『
関
口
隆
吉
県
令
事
務
引
継
書
』（
県
庁
戦
前
Ａ
総
務
九
〇
）
及
び

『
山
野
慣
行
成
跡
取
調
上
申
書
』（
県
庁
戦
前
Ａ
農
業
三
六
三
、
三
六

六
〜
三
九
一
）。『
山
野
慣
行
成
跡
取
調
上
申
書
』
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「『
山
野
慣
行
成
跡
取
調
上
申
書
』
に
つ
い
て
」（『
山
口
県
文
書

館
研
究
紀
要
』
第
三
十
一
号
、
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
32
）
県
庁
戦
前
Ａ
三
七
八
。

（
33
）『
林
野
下
戻
申
請
始
末
大
要
報
告
』
県
庁
戦
前
Ａ
総
務
一
九
五
。

（
34
）「
宮
野
上
下
両
村
伺
書
」（『
荒
谷
落
合
山
一
件
』
山
口
市
蔵
、
山

口
県
編
『
山
口
県
史
資
料
編
近
代
４
』
二
六
三
〜
二
六
五
頁
所
収
）。

（
35
）「
官
有
山
野
之
儀
ニ
付
伺
」（『
農
商
務
省
指
令
録
　
明
治
十
四
〜

十
六
』
明
治
期
政
府
布
達
類
三
四
四
）。

（
36
）「
官
有
山
野
払
下
之
儀
ニ
付
伺
」（
同
右
）。

（
37
）「
元
官
民
有
未
定
山
野
之
儀
ニ
付
伺
」（『
山
野
慣
行
成
跡
取
調
上

申
書
　
吉
敷
郡
』
県
庁
戦
前
Ａ
三
七
八
）。



明
治
期
山
口
県
に
お
け
る
入
会
山
野
の
官
有
地
編
入
に
つ
い
て
（
伊
藤
）

一
二
〇

（
38
）
県
下
の
林
野
面
積
の
う
ち
官
有
林
野
の
占
め
る
割
合
は
、
明
治
十

七
年
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
広
島
県
一
七
・
五
％
、
島
根
県
一
二
・

九
％
、
鳥
取
県
一
八
・
九
％
、
岡
山
県
七
・
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

山
口
県
は
三
三
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
（
有
元
正
雄
『
地
租
改
正
と

農
民
闘
争
』
新
生
社
、
一
九
六
八
、
三
二
六
頁
）。

（
39
）
有
元
正
雄
『
地
租
改
正
と
農
民
闘
争
』
新
生
社
、
一
九
六
八
、
三

四
五
〜
三
五
八
頁
。


